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ⅩⅠ．日向市駅周辺地区整備 

事業分野・施設所在都道府県 事業主体 調査範囲等

XI 日向市駅周辺地区整備 駅・駅前広場 宮崎
JR九州、宮崎県、日
向市

意識変化 活動変化 空間変化

利用者へのアンケート
調査

郵送 ○まちのシンボルになったと
感じる
○わが町への誇りと感じる
○地域性の再認識・再発見で
きた
○杉産地の歴史に対して誇り
を持つようになった
○日向市の地形、町並みを再
発見できた
○駅周辺の印象が良くなった
○駅間広場の利用しやすさ

域 連帯感 成

○回遊性の向上
○駅周辺におけるコミュニ
ティの形成
○駅周辺でのイベント開催
○駅前広場での利用の変化
○清掃などの維持管理活動の
実施
○駅のプラットホームからま
わりの景色を眺める

⑭地元産材を用いた建物の
ファサードの形成

利用団体へのヒアリン
グ調査

訪問ヒアリング ○まちのシンボルになったと
感じる
○わが町への誇りと感じる
○地域性の再認識・再発見で
きた
○杉産地の歴史に対して誇り
を持つようになった
○地域の連帯感が形成された
○駅周辺の印象が良くなった
○駅に対する親しみ・愛着

○駅周辺におけるコミュニ
ティの形成
○駅周辺でのイベント開催
○駅前広場での利用の変化
○清掃などの維持管理活動の
実施

○連帯した商業活動の活性化
○軒先空間の工夫、雰囲気向
上
○周辺施設の連帯性の向上

定点観測調査 ○駅のプラットホームからま
わりの景色を眺める

周
辺
施
設

対象建築物等所有者等
へのヒアリング調査

訪問ヒアリング ○地元産材を用いた建物の
ファサードの形成
○連帯した商業活動の活性化
○建物ファサードの統一
○軒先空間の工夫、雰囲気向
上
○周辺施設の連帯性の向上

行
政

行政担当者・設計者へ
のヒアリング

現地でのヒアリング ○景観整備に対する意識の変
化
○地域の連帯感が形成された

○建物の屋根の統一

助成対象物件、現地調査で
得た情報を対象にヒアリン
グ

宮崎県県土整備部
日向市建設部
建築士青年部会
設計者

対象

日向市民1500世帯（うち
商業者500）
回収数：253
（うち商業者94）
回収率：16.9%

日向商工会議所
街育て隊
子ども遊センター
日向木の芽会
商店街組合

平日・土日

・駅舎に地場産材を使用したことが良い
・東西駅前広場の印象が良い
・まちのシンボルになった
・駅周辺の景観が良くなった

・店舗の設計においても、「日向らしさ」の表現のために杉材の使用を意識的にするようになった
・県職員による、杉材に関わる積極的なPR活動そ

の
他

地場材の活用

清掃等の維持管理活動

・定点観測で、杉を用いている店舗をいくつか確認した
・建築に関するルールを策定。建物の屋根を緑色に揃えた

環境保全、学習活動 ・地元小中学生の“まちづくり課外授業”の対象として採用

ー

地域活動の活性化

捉えられた効果
現地での調査

建物ファサード変化

手法

造形・施設・空間の印象評価

親しみ・愛着

誇り

・住民が自主的に、駅周辺の清掃などの維持管理活動を行っている。子供達も一緒に活動。

事業特性事例名称

改修整備、複合的整備、ＰＩの実施あり、大規模（地域全体へ影響）

・駅舎や駅前広場に対して、愛着や親しみを感じている
・（完成後１年経って）愛着がわいてきた

利
用
者

整備した空間の機能向上に対する認知

景観整備による効果 具体内容

意
識
変
化

・新駅舎の利便性が良くなった
・東西駅前広場の利便性が良くなった

調査結果概要

・杉産地の歴史に対して誇りを持つようになった
・（完成後１年経って）誇りに思う

・駅周辺へ出向く回数が増加した
・親子連れが遠足に来るようになった（お弁当持参のピクニック）

ー

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効

果
近隣住民同士の会話の場

利用形態・頻度等の変化

商業活動の活性化

その他 ・地域のシンボルとしての認知、地域らしさについての認知
・景観やまちづくり、環境等に関する意識の高まり
・住民、行政、設計者、施工者の信頼関係の構築

外部評価の高まり ・雑誌やメディアの取材が多い

・駅周辺でのイベントが開催されている

施
設
周
辺
の
空
間
に
与

え
る
効
果 その他 ・「匠の街」（建築物に関する整備方針）、「日向市駅周辺地区地区計画」を策定

日
向
市
駅

▲駅のプラットホームから、景色を眺める人 ▲ファサードに木材を用いている建物

▲駅の高架下の様子（24Ｈ通り抜け可能） ▲駅のプラットホームから見た景色
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ⅩⅡ．門司港レトロ地区環境整備 
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ⅩⅢ．汽車道 

 




